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Summary

To obtain breeding materials to produce biomass crop, genetic resources of Miscanthus floridulus were collected 
in October 2023. Ten accessions were collected from the Fukuoka, Oita and Yamaguchi Prefectures, where naturally 
occurring Miscanthus floridulus populations are found on roadsides and seashores.
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摘要

　2023 年 10 月に，バイオマス利用を目的とする植物の育種素材としてトキワススキ（Miscanthus floridulus）

遺伝資源の探索収集を行った．福岡，大分および山口の各県において，路傍や海岸に自生していた集団を合

計 10 点収集した．
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目的

　 わ が 国 政 府 は，2020 年 10 月 に 2050 年 ま で に

温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする，す

なわち 2050 年カーボンニュートラル，脱炭素社

会の実現を目指すことを宣言した．これを受け

て，全国各地の自治体が脱炭素を目指して相次い

で「ゼロカーボンシティ」を宣言し，2024 年 3 月

時点で 46 都道府県 1,078 自治体が「2050 年まで

に二酸化炭素排出実質ゼロ」を表明している（環

境省 2024）．その中で各自治体では，再生可能エ
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とススキとの自然雑種系統（オギススキ，三倍体）

について，バイオマス作物としての特性評価を行

い，「MB-1」 と「MB-2」（ 出 願 番 号 35900 お よ び

35901）の 2 点を 2021 年に品種登録出願し 2024 年

から市販が開始された．

　わが国では，ススキやオギの他にトキワススキ

（Miscanthus floridulus (Labill.) Warb. ex K. Schum. et 

Lauterb.）やハチジョウススキ（Miscanthus sinensis 

Andersson var. condensatus (Hack.) Makino） な ど 7

種のススキ属が自生している（西脇・Nadir 2014）．

農研機構では，これまでにバイオマス作物の育種

素材として全国各地でオギ遺伝資源を探索収集し

ており，2022 年にはさらなる変異拡大を目的に，

瀬戸内海周辺でトキワススキを含むススキ属遺伝

資源の探索収集を実施した（眞田ら 2023）．トキ

ワススキは，わが国では関東以南から沖縄の沿岸

部に分布し，海外では中国南部，台湾，東南アジ

アから太平洋諸島の熱帯および亜熱帯に分布てい

しる（Clifton-Brown et al. 2008）．トキワススキは，

常緑性で耐寒性は劣るが，中国（Feng et al. 2015）

や台湾（Huang et al. 2011）およびフランス（Zub 

et al. 2011） に お い て 年 20 − 30 t/ha の 高 い バ イ オ

マス生産性を示すこと報告されており，高バイオ

マス作物の育種素材として利用できる可能性があ

る．農研機構は，2022 年に広島県や香川県などで

トキワススキ栄養体を 4 点収集しており（眞田ら 

2023），新たな遺伝資源の収集を目的にトキワスス

キの自生が確認されている福岡県など九州北部と

山口県において，トキワススキ遺伝資源の探索収

集を実施した．

調査方法

　福岡県，大分県および山口県において，トキワ

ススキ遺伝資源の探索収集を 2023 年 10 月 25 ～

28 日に実施した．福岡県から探索を開始し，各県

の路傍や海岸付近において探索収集した．トキワ

ススキの自生地については，Ibaragi ら（2013）の

報告に記載された遺伝資源の収集地点を参考にし

て，さらに Google Map のストリートビュー機能

によって探索候補地の植生を把握し，トキワスス

キが生育可能な環境であることを事前に確認し

た．収集予定地周辺では，主に穂と草型によりス

ネルギーの利活用の推進を主要な目標として位置

づけている．わが国には，豊富な森林資源を有す

る自治体が多く，再生可能エネルギーとして木質

バイオマスが注目されている．全国各地でバイオ

マス発電所が稼働し始めており，これらは主に木

質系バイオマスと輸入 PKS（パームヤシの実の

殻）を燃料としている．近年の木材価格の高騰に

より，輸入木質バイオマス燃料の価格も高騰した

ことにより，稼働を停止するバイオマス発電所が

出始めている．このように，輸入バイオマス燃料

は国際情勢により価格が変動することから，安定

稼働のためには国産燃料の利用が喫緊の課題と

なっている．国産バイオマス燃料の安定供給のた

めには，木質系だけでなく草本系バイオマスも利

用し，多様化を図る必要がある．ジャイアントミ

ス カ ン サ ス（Miscanthus x ginanteus） は， 草 本 系

バイオマスとしてヨーロッパや北米で広く利用

されている．そのうちイギリスでは 2024 年の統

計によると栽培面積は約 8,760 ha と推計されてお

り，約 43,000 t が火力発電所の燃料として利用され

て い る（Department for Environment Food and Rural 

Affairs 2024）．ジャイアントミスカンサスは，オ

ギ（Miscanthus sacchariflorus (Maxim.) Franch.， 四

倍体）とススキ（Miscanthus sinensis Andersson，二

倍体）との種間雑種（三倍体）で，ヨーロッパや

北米各地で栽培試験が行われ，バイオマス生産性

が高いことが報告されている（Lewandowski et al. 

2000; Clifton-Brown et al. 2001）．わが国では，関東

から九州ではバイオマス生産性の高いエリアンサ

ス（Erianthus arundinaceus (Retz.) Jeswiet.） が 栽 培

に適しており，エリアンサスの越冬が困難な東北

以北では，耐寒性を有するジャイアントミスカン

サスが適するとされている（山田 2013）．ジャイア

ントミスカンサスなどススキ属三倍体雑種（以下，

三倍体雑種）は，花粉稔性が低く種子の稔実率が

極めて低いため，海外では種子の飛散による雑草

化の可能性および日本各地に自生する在来ススキ

属集団との交雑の可能性がそれぞれ低いことから，

生態系への影響が少ないという利点がある．

　農研機構では，東北農業研究センターにおいて，

北海道農業研究センター（北農研）と九州沖縄農

業研究センターが鹿児島県において収集したオギ
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スキ属植物を識別し，トキワススキは他のススキ

属植物に比べて穂が大型で葉幅が広いことなど形

態的特性により判別した．収集地点では，緯度・

経度および標高，草丈など形態的特性，群落の面

積，植生など周辺の生育環境などを記録した．緯

度・ 経 度 お よ び 標 高 は，GPS 受 信 機（Garmin 社

GPSMAP62SJ）により計測した．標高は，国土地

理院地図（http://maps.gsi.go.jp）により探索終了後

に補正した．各自生地において 1 地点当たり 5 本

以上の穂を集団で採取するとともに，数本の茎と

根を含む株を掘り上げて栄養体として収集した．

遺伝資源の名称には，収集地点の地名を付した．

調査結果

　福岡県，大分県および山口県において収集した

トキワススキ遺伝資源の調査結果を表 1 に示し，

これらの収集地点と調査地点を図 1 および 2 に示

した．

　1 日目（2023 年 10 月 25 日）は，福岡空港に到

着後に福岡県福津市の海岸付近に移動し，津屋崎

干潟沿いの路傍に 1 株が自生していたトキワスス

キの種子と株を収集した（収集番号 MF23-1，表 1，

図 1，写真 1）．周辺には，この株以外に自生は見

られなかった．福岡県北九州市の岩谷海岸におい

Fig. 1. Collection sites ( ● ) and collection number of Miscanthus floridulus in Fukuoka and Oita prefectures.
図 1．福岡県と大分県におけるトキワススキの収集地点（●）と収集番号．
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Photo 1. Miscanthus floridulus collected from Fukutsu 
City, Fukuoka (Col. No. MF23-1, Tsuyazaki, altitude 2 m).
写真 1．福岡県福津市で収集したトキワススキ（収
集番号 MF23-1，津屋崎，標高 2 m）．

Photo 2. Miscanthus floridulus collected from Kitakyushu 
City, Fukuoka (Col. No. MF23-2, Iwaya, altitude 6 m).
写真 2．福岡県北九州市で収集したトキワススキ（収
集番号 MF23-2，岩谷海岸，標高 6 m）．
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1，図 2，写真 3）．この付近では，海岸沿いの路傍

にトキワススキが点在していた．半島対岸の周防

大島に移動し，海岸沿いの路傍で自生するトキワ

ススキの種子と株を収集した（収集番号 MF23-4，

表 1，図 2，写真 4）．この付近では，海岸の岩の

上にもトキワススキが自生していた．山口県の日

本海側へ移動し，長門市只の浜付近の路傍におい

て，トキワススキの種子と株を収集した（収集番

て，灌木の中に自生するトキワススキの種子と株

を収集した（収集番号 MF23-2，表 1，図 1，写真 2）．

この地点は砂浜に面しており，砂が主体の土壌で

あった．

　2 日目（2023 年 10 月 26 日）は，山口県柳井市

付近から探索を開始し，室津半島西海岸の平生町

において，海岸沿いの斜面上に自生するトキワス

スキの種子と株を収集した（収集番号 MF23-3，表

Fig. 2. Collection sites （●）and collection number of Miscanthus floridulus in Yamaguchi prefecture.
図 2．山口県におけるトキワススキの収集地点（●）と収集番号．
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Photo 3. Miscanthus floridulus collected from Hirao town, 
Yamaguchi (Col. No. MF23-3, Hirao, altitude 7 m).
写真 3．山口県平生町で収集したトキワススキ（収
集番号 MF23-3，平生，標高 7 m）．

Photo 4. Miscanthus floridulus collected from Suo Oshima 
town, Yamaguchi (Col. No. MF23-4, Suo Oshima, altitude 
13 m).
写真 4．山口県周防大島町で収集したトキワススキ

（収集番号 MF23-4，周防大島，標高 13 m）．
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号 MF23-5，表 1，図 2，写真 5）．これより東側の

萩市三見の海岸にもトキワススキが自生していた

が，それは道路から離れた足を踏み入れることが

困難な場所に自生しており，その調査および収集

はできなかった．

　3 日目（2023 年 10 月 27 日）は，長門市西部か

ら探索を開始し，長門市油谷の路傍でトキワスス

キの種子と株を収集した（収集番号 MF23-6，表 1，

図 2，写真 6）．この地点から西へ約 20km 進んだ豊

北町付近にも，広範囲で耕作地周辺や路傍にトキ

ワススキが自生していた．角島大橋を望む展望台

に，株の直径が約 3 m，草丈が 4 m 程度の巨大な

トキワススキが自生しており，株の周辺は雑草が

刈り取られ管理・保存されていた．大分県に移動

し，宇佐市の海岸の護岸沿いに自生するトキワス

スキの種子と株を収集した（収集番号 MF23-7，表

1，図 1，写真 7）．さらに，豊後高田市の真玉海岸

付近でも自生するトキワススキの種子と株を収集

した（収集番号 MF23-8，表 1，図 1，写真 8）．こ

の地点から国東市国見町付近にかけて，広範囲で

耕作地周辺や路傍にトキワススキが自生していた．

国東半島東部の国東市国東町において，路傍の林

地に自生するトキワススキの種子と株を収集した

（収集番号 MF23-9，表 1，図 1，写真 9）．

　4 日目（2023 年 10 月 28 日）は，大分県別府市

内を探索し，路傍の斜面上に自生するトキワスス

キの種子と株を収集した（収集番号 MF23-10，表 1，

図 2，写真 10）．この地点は，海岸から約 1 km の

山林で，耕作地は見られなかった．

　今回の探索において，福岡県，大分県および山

口県でトキワススキ 10 点の種子および栄養体を収

集した．トキワススキは，いずれも草丈 2.5 ～ 3 m

Photo 6. Miscanthus floridulus collected from Nagato 
City, Yamaguchi (Col. No. MF23-6, Yuya, altitude 31 m).
写真 6．山口県長門市で収集したトキワススキ（収
集番号 MF23-6，油谷，標高 31 m）．

Photo 7. Miscanthus floridulus collected from Usa City, Oita 
(Col. No. MF23-7, Usa, altitude 4 m).
写真 3．大分県宇佐市で収集したトキワススキ（収集
番号 MF23-7，宇佐，標高 4 m）．

Photo 5. Miscanthus floridulus collected from Nagato 
City, Yamaguchi (Col. No. MF23-5, Nagato, altitude 3 m).
写真 5．山口県長門市で収集したトキワススキ（収
集番号 MF23-5，長門，標高 3 m）．

Photo 8. Miscanthus floridulus collected from Bungp Takada 
City, Oita (Col. No. MF23-8, Bungo Takada, altitude 7 m).
写真 8．大分県豊後高田市で収集したトキワススキ（収
集番号 MF23-8，豊後高田，標高 7 m）．
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− 3 % であり，平均 1.39 % と極めて低かったことか

ら，種子繁殖の可能性は低いと考えられるが，一

部には種子稔性の高い系統が存在する可能性があ

る．

　トキワススキは，わが国では関東以西から沖縄

の温暖な地域に分布し，海外では台湾など亜熱帯

に分布するが，山口県や福岡県では日本海側でも

自生していた．気象庁アメダスによる 1 月の日最

低気温の平年値は，長門市油谷で 1.8 ℃，福岡県宗

像市で 1.7 ℃ であり，冬季は降霜があることから，

これらの遺伝資源はある程度の耐霜性を有すると

推察される．山口県より北の日本海側では，島根

大学（松江市）の構内（林 2019）や福井県福井市

（渡辺 1989）においてトキワススキが自生している

ことが報告されていることから，これらの系統は

ある程度の耐雪性を有すると考えられる．トキワ

ススキの低温や積雪に対する耐性に関する知見は

無く，今後調査が必要である．

　日本と台湾で収集したトキワススキについて，

マイクロサテライトマーカーにより遺伝的多様性

を比較した結果，台湾の系統は多様性が高いが，

日本の系統は多様性が見られたのは 3 系統のみで

1 クローンに由来する可能性があることが報告され

ている（Ibaragi ら 2013）．今回の各収集地点にお

ける観察では，草丈には差異が見られたが，これ

は土壌養分や水分など生育環境の影響と考えられ，

2022 年の収集系統と同様に草型や穂型など形態的

な特性については大きな変異は無いようであった．

台湾では，トキワススキが平野部から山間地まで

程度，株の直径が 1 m 程度の大型であった．収集

した遺伝資源はパスポート登録して，種子はサブ

バンクに保存し，栄養体は当面温室内で養成し株

分けが可能となった時点で圃場に定植する予定で

ある．

考察

　2022 年度のススキ属探索収集において，トキワ

ススキの種子は 10 月時点では既に脱粒して飛散し

ていたが，折損し落ちた穂には種子が一部残って

いた（眞田ら 2023）．今回も折損した穂を調査し，

種子を採種することができた．また，トキワスス

キ遺伝資源の生育を温室内で観察したところ，出

穂後の 9 月以降に新しい分げつが発生しており，

今回の探索収集でも新芽を含む茎を採取すること

ができた．そのため，10 月は茎を採取するのに適

切な時期であると考えられる．

　今回の調査地点の中では，山口県豊北町と大分

県宇佐市から豊後高田市付近など特定の地域にお

いて，トキワススキの自生地が多く存在していた．

トキワススキは，水田や畑地および住宅の防風や

防砂を目的として栽植される場合が多いと考えら

れるが，これらの地域では耕作地以外の路傍や崖

の上など人為的な植栽とは考えにくい場所にも自

生していた．このような場所に自生するトキワス

スキは，かつて何らかの目的で植栽されたことも

考えられるが，飛散した種子が繁殖し定着した可

能性も考えられる．Ibaragi ら（2013）の報告では，

トキワススキの種子 145 点の種子稔性は大部分が 0 

Photo 10. Miscanthus floridulus collected from Beppu 
City, Oita (Col. No. MF23-10, Beppu, altitude 65 m).
写真 10．大分県別府市で収集したトキワススキ（収
集番号 MF23-10，別府，標高 65 m）．

Photo 9. Miscanthus floridulus collected from Kunisaki 
City, Oita (Col. No. MF23-9, Kunisaki, altitude 5 m).
写真 9．大分県国東市で収集したトキワススキ（収
集番号 MF23-9，国東，標高 5 m）．



- 7 -

自生しており，各標高から収集したトキワススキ

系統の生育特性を平野部の試験地（標高 79 m）で

調査したところ，標高 1,000 m で収集した系統が

バイオマス生産性に優れることが報告されている

（Huang et al. 2011）．この系統は，他の標高の系統

と比較して春季において草丈の伸長が良好で，気

温に対する生育反応に差異がみられた（Huang et 

al. 2011）．今回の収集系統については，形態的特性

を調査するとともに，生育特性の差異についても

調査を進める予定である．

　トキワススキをバイオマス利用する場合は，西

日本の温暖な地域ではトキワススキをそのまま利

用できると考えられるが，自生の報告がない関東

以北ではトキワススキに耐寒性を付与する必要が

ある．トキワススキは，その分布状況から耐寒性

に大きな変異は無いと考えられることから，トキ

ワススキに耐寒性を付与するためには，耐寒性を

有するススキまたはオギとトキワススキを交雑す

ることが有効であると考えられる．トキワススキ

とススキは，いずれも二倍体で同じススキ節に分

類されていることから（西脇・Nadir 2014），交雑

は可能と推察される．中国では，トキワススキと

ススキの自然交雑種が発見されており（Zhu et al. 

2012），さらにトキワススキと二倍体オギとの人為

交雑種も作出されている（Ai et al. 2014）．トキワ

ススキとススキは，開花期が異なると予想され，

交雑のためには両者の開花が一致するよう生育環

境を調節する必要がある．北農研において，温室

で栽培した 2022 年に収集したトキワススキの一部

系統の開花時期がススキと一致したことから，ス

スキとの交配を実施した．今後は，トキワススキ

の特性調査を進め，バイオマス作物としての利用

性を明らかにするとともに，他のススキ属との交

配を進めて新たな雑種系統を作出する予定である．
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1) 自生地での観察において，茎の直径が１cm 前後を太茎，5 mm 前後を細茎とした．

JP
番号

収集番号 系統名 収集日 草種 収集方法 県名 収集地点 緯度
（北緯）

経度
（東経）

標高     
(m)

収集地帯の
地形

収集地点の
地形

生育環境 植生

291127 HARC-MF23-1 津屋崎 2023/10/25 トキワススキ 穂，栄養体 福岡県 福津市渡 33.8056 130.4644 2 平坦地 平坦地 路傍（水路） トキワススキ，低木，ヨシ等
291128 HARC-MF23-2 岩屋海岸 2023/10/25 トキワススキ 穂，栄養体 福岡県 北九州市若松区有毛 33.9288 130.6858 6 丘陵地 傾斜地 海岸付近の路傍 セイタカアワダチソウ，灌木
291129 HARC-MF23-3 平生 2023/10/26 トキワススキ 穂，栄養体 山口県 熊毛郡平生町尾国 33.8630 132.1153 7 丘陵地 傾斜地 海岸付近の路傍 つる性植物
291130 HARC-MF23-4 周防大島 2023/10/26 トキワススキ 穂，栄養体 山口県 大島郡周防大島町日見 33.9024 132.1764 13 丘陵地 傾斜地 海岸付近の路傍 クズ，セイタカアワダチソウ
291131 HARC-MF23-5 長門 2023/10/26 トキワススキ 穂，栄養体 山口県 長門市西深川 34.3724 131.1541 3 丘陵地 平坦地 路傍の雑草地 低木
291132 HARC-MF23-6 油谷 2023/10/27 トキワススキ 穂，栄養体 山口県 長門市油谷角山 34.3975 131.0206 31 丘陵地 平坦地 路傍の雑草地 ササ，低木
291133 HARC-MF23-7 宇佐 2023/10/27 トキワススキ 穂，栄養体 大分県 宇佐市浜高家 33.5819 131.3145 4 平坦地 平坦地 海岸付近の路傍 低木，つる性植物
291134 HARC-MF23-8 豊後高田 2023/10/27 トキワススキ 穂，栄養体 大分県 豊後高田市中真玉 33.6170 131.4701 7 平坦地 平坦地 海岸付近の路傍 低木，セイタカアワダチソウ
291135 HARC-MF23-9 国東 2023/10/27 トキワススキ 穂，栄養体 大分県 国東市国東町富来浦 33.5958 131.7200 5 平坦地 平坦地 路傍の雑草地 低木，シダ
291136 HARC-MF23-10 別府 2023/10/28 トキワススキ 穂，栄養体 大分県 別府市内竈 33.3457 131.4861 65 丘陵地 傾斜地 路傍の雑草地 クズ，ダンチク

JP
番号

収集番号 系統名 土壌の
状況

草丈
(cm)

生育　　
ステージ

群落の　　
大きさ (m2)

特徴 1) 備考

291127 HARC-MF23-1 津屋崎 湿潤 230 出穂 10 太茎 干潟の沿岸の雑草地
291128 HARC-MF23-2 岩屋海岸 乾燥 250 出穂 30 太茎 海岸沿いの砂丘地
291129 HARC-MF23-3 平生 乾燥 300 出穂 5 太茎 海岸沿いの崖の上
291130 HARC-MF23-4 周防大島 乾燥 200 出穂 10 太茎 海岸沿いの斜面上，穂が刈取られている
291131 HARC-MF23-5 長門 湿潤 250 出穂 5 太茎 水田周辺の雑草地
291132 HARC-MF23-6 油谷 乾燥 180 出穂 3 太茎 穂が折損、刈取られたと推察
291133 HARC-MF23-7 宇佐 湿潤 250 出穂 30 太茎 護岸沿いの雑草地，付近に点在
291134 HARC-MF23-8 豊後高田 乾燥 250 出穂 10 太茎 付近の点在
291135 HARC-MF23-9 国東 乾燥 250 出穂 10 太茎 林地に点在
291136 HARC-MF23-10 別府 乾燥 300 出穂 5 太茎 川の斜面上の雑草地

Table 1. List of Miscanthus floridulus collected in Fukuoka, Oita and Yamaguchi
表 1. 福岡県，大分県，山口県におけるトキワススキの収集リスト

Table 1. (Continued).
表 1. 続き


